











































が始まって間もなく、1945 年 4 月 5 日読谷村比謝に軍政府を設立する。6 月
23 日沖縄戦が終結し、8 月 15 日終戦間もなく沖縄では、8 月 20 日に後の沖
縄自治の母体となる沖縄諮詢会が設立される。翌 1946 年 4 月 22 日には沖縄
民政府が設立され、志喜屋孝信が知事に任命され、諮詢会の役割を引継ぐこ
とになる。その後、1950 年 12 月 15 日、米極東軍総司令官が在琉球米軍司
令官に発した「琉球列島米国民政府指令」に基づき、琉球列島米国軍政府を
廃止して琉球列島米国民政府（USCAR）を設立する。1952 年 4 月 1 日、琉
球民政府が設立されるが、統治機構上は米国軍、USCAR の管轄下の政府で











































































































10 月 14 日に「石川学園に於て伝道大会（参会者六百余名）」とあり、日曜


























































































































































































































































































































































同「南島キリスト教史入門」『福音と世界』（新教出版社、2014 年 11 月号～ 2016 年 11 月号）
等。小林による研究は、戦後のキリスト教史による内部的葛藤や日本本土のキリスト者の
沖縄のキリスト者との関係を明らかにした論文等がある。
（3） 中野毅「沖縄返還に伴う宗教団体の法的地位の変遷と宗務行政」（『宗教法』第 33 号、
宗教法学会、2014 年）。大澤広嗣「アメリカ施政下の沖縄における宗教制度―琉球政府の施
策と行政―」（『武蔵野大学仏教文化研究所紀要』32 号、2016 年）等。
（4） W．ウッダード、『天皇と神道』、サイマル出版社、1988 年、281 頁－ 282 頁。
（5） 岡崎匡史、『日本占領と宗教改革』、学術出版社、2012 年、303 頁。
（6） 占領を円滑に進めるための『民事ハンドブック』は、沖縄県立図書館資料編集室『Civil 








沖縄リスト教史の構造」『福音と世界』、新教出版社、2017 年 9 月号。および、一色哲「志
喜屋孝信とキリスト教―戦後復興と新沖縄建設運動との関連で―」、『明治学院大学キリス





（11） 『琉球史料　第十集文化編 2』（琉球政府文教局 1964 年）（復刻）、1988 年、4 頁－ 5 頁。
（12） 『琉球史料　第十集　文化編 2』、琉球政府文教局、1988 年、8 頁 -9 頁。









リスト教史の構造」、『福音と世界』、2017 年 9 月号、12 頁 -18 頁、参照。
（15） 『琉球史料　第 9 集　文化編 1』（復刻）、1988 年、那覇出版社、136 頁。
（16） 當山正堅についてのまとまった記録は、当山正堅先生伝記編集会『當山正堅伝』、当山
正堅先生頌徳碑建設委員会、1959 年がある。




版局、1971 年、123 頁 -127 頁参照。
（20） 大澤広嗣「アメリカ施政下の沖縄における宗教制度―琉球政府の施策と行政―」、『武







学法学部法経論集』第 202 号、173 頁 -220 頁、2014 年、185 頁を参照。
（23） 2007 年 5 月 11 日、琉球朝日放送「Q リポート」ウェブページ参照。http://www.qab.
co.jp/news/200705114667.html（2018 年 1 月 10 日現在）
（たいら・すなお　倫理研究所・専門研究員）
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